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じた潜i象が乳剤朕中にできる。こ 図ー1. X線検査要倣

れを現像定着処理すると X線写;p; x線管

が得られる。高'ffi:圧のX線では 7 十6三とこl/)三三~-

イルムに対する感光性が滅少する :j~! ~~' 

ので，感光性を高めるため一般に ,' ':;;1, 
蛍光m感板あるいは鉛箔等の鳩感 /Jjill:\ 華
板を使用する。もし溶接継手の内 人 iU押判
部に不融合の部分や巣があれば， 干 匂Z一一一千ー}

その部分は鉄の肉厚が薄いこ とに 針な

なるので透過するX線は他の部分 7イj凶取枠 フィルム

にくらべて強く ， したがって 7 イルムは他の部分 より 多く泉化

されることになる。すなわちこの検査法は鍛員長したX線写真7

一一ー 1 603一一一

なり的確に表現するこ とが可能なので，もっとも信頼できる検

資法として今日置裂な溶接構造物に広く採用されている検査法

である。

この方法は X 線の透過力を応用して，被険物にある欠陥をそ

のまま員長絵写真として写真7 イルムに感光させる方式である。
X 線管内の陰極フィラメソトを加熱して発生させた熱電子を，

陽極と陰極との|首!の高電圧で加速させて，真空中を高速で五I!Hめ
させる。 これを陽極に衝突させて X 線を発生させる。 X 線は
物質に対する透過力が強いが， 物質の極類とそのj写みによって

透過力が異なる。したがって物体の背後に7 イルムを世くと，

物体の吸収によ って極々の強さの滅少変化した X 線量を X 線

フ イ ノレムが受ける。 X線7 イノレムはX線を吸収してX線量に応




